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本資料の2017年の数値は、至近の発表値をもとに日本化学繊維協会

で推定したものです。  
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１．世界の繊維生産  

 

表-１  世界の主要繊維の生産 

 

（1000㌧）

全繊維 化　学　繊　維 綿 羊 毛 絹

合 繊 ｾﾙﾛｰｽ

2013 86,768 59,165 54,368 4,796 26,280 1,163 160

2014 89,484 61,962 56,994 4,968 26,200 1,144 178

2015 86,144 63,305 58,164 5,141 21,480 1,157 202

2016 89,915 65,572 60,131 5,441 22,990 1,160 193

2017 94,771 67,994 62,409 5,585 25,430 1,163 184

17/16(%) 5.4 3.7 3.8 2.6 10.6 0.3 -4.5

構成比(%) 100.0 71.7 65.9 5.9 26.8 1.2 0.2

日本化学繊維協会推定 綿、羊毛は季節年度
 

 
 

 2017年の世界の主要繊維生産（推定）は前年比5％増の9,477万㌧

と2年連続で増加し、史上最高を記録した。  

 

 化学繊維は前年比4％増の6,799万㌧と、9年連続で増加し過去最高

となった。うち合繊（オレフィン繊維を除く）は4％増の6,241万㌧

となった。セルロース繊維（アセテートトウを除く）は3％増の559

万㌧となった。  

 

 化学繊維の繊維全体に占めるシェアは綿の生産量が2桁増となったこ

とから、72％と前年の73％から1ポイント低下した。   
 

 天然繊維は、綿が作付面積の拡大から11％増の2,543万㌧と2年連

続で増加した。最大生産国のインドが9%増、第2位の中国が7％増と

なったほか、米国が25％増と大幅に増加した。羊毛は、原毛価格高

騰が主要産毛国のオーストラリアなどで羊の飼育数増加につながり、

0.3％増の116万㌧となった。  
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図-1 世界の主要繊維の生産  

 
 

図-2 世界の主要繊維の生産推移  
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２．世界の化学繊維生産  

 
 主要国・地域別に化学繊維生産をみると、最大の中国は増加幅が前

年の4％から5％に拡大したほか、2010年以降、横ばいまたは微

増傾向であった西欧がポリエステルの好調により5%増となった。

一方で、台湾が9.0％減と大幅に減少した。  

 

表-２  主要国・地域の化学繊維生産(2017年)  
(1000㌧）

 地  域 ポリエステル ナイロン アクリル 合  繊 ｾﾙﾛｰｽ 化  繊 構成比
 ﾌｨﾗﾒﾝﾄ ｽﾃｰﾌﾟﾙ S+F S 計 計 計 （％）

日  　本 121 93 98 120 586 67 653 1.0
-2.3 -16.8 8.0 -5.4 -2.7 8.1 -1.7

韓  　国 604 621 95 56 1,377 - 1,377 2.0
-3.4 5.4 -6.0 5.9 0.6 - 0.6

台  　湾 795 528 296 29 1,648 70 1,718 2.5
-8.2 -3.3 -2.6 -49.6 -7.1 -34.3 -8.6

中  　国 30,093 9,249 3,466 666 44,382 3,818 48,200 70.9
4.9 4.8 9.0 -7.5 5.0 4.2 5.0

ASEAN 1,443 1,212 153 129 2,936 631 3,567 5.2
2.6 4.3 2.2 -0.1 3.1 0.1 2.6

イ ン ド 3,471 1,326 152 96 5,054 577 5,631 8.3
3.9 -6.8 -0.9 -6.5 0.5 4.0 0.9

米  　国 645 665 553 - 1,974 18 1,992 2.9
-0.4 4.7 -3.2 - 0.4 -5.9 0.3

西  　欧 524 547 385 477 1,997 381 2,379 3.5
20.0 3.2 5.7 -0.3 6.6 -0.3 5.4

世 界 計 38,264 15,583 5,594 1,697 62,409 5,585 67,994 100.0
4.2 3.1 5.5 -5.7 3.8 2.6 3.7

（注）1.上段は生産量、下段は前年比(%)　2.推定を含む
　　　3.オレフィン繊維、アセテートトウを含まない  

 
 中国は5％増の4,820万㌧と増加基調が継続した。品種別では主要

品種のポリエステルが5%増、ナイロンが9%増と増加したのに対

し、アクリルが原料価格の高騰から年末にかけて大幅な減産となり、

8％減となった。セルロース繊維は4％増加した。中国の世界生産

に占める割合は71%と前年比1ポイント拡大した。  

 

 その他の主要生産国・地域は、西欧が紡織用ポリエステルＦの好調

により5％増となったほか、インドが1%増、ＡＳＥＡＮが3％増と

なった。一方、台湾が9％の大幅減、日本が2%減となった。韓国、

米国は横ばいである。  
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図-３  世界の主要国・地域の化繊生産  

 
 
 

 主要品種別にみると、ポリエステルが一部で例外はみられるものの

全体的に堅調で3～5％の増加、ナイロンが中国の大幅増が継続し

たことから6%増となった。一方で、アクリルステープルは6%減

となった。  

 

 ポリエステルは、フィラメントが前年比4％増の3,826万㌧、ステ

ープルが3％増の1,558万㌧といずれも増加した。フィラメント、

ステープルをあわせたポリエステルの化繊生産に占める割合は  

79％と前年比横ばい。  

 

 ナイロンは6％増の559万㌧。中国が9%増、日本が8％増と大幅

に増加したが、韓国（6％減）、台湾（3％減）、米国（3％減）

が減少した。  

 

 アクリルＳは6％減の170万㌧。年末にかけて大幅に減産した中国

が 8％減となった。その他の主要生産国は西欧が横ばい（0.3%

減）、日本が5％減となった。  

 

 セルロース繊維（レーヨン、アセテート、キュプラ）は3％増の  

559万㌧。中国（4%増）、インド（4%増）、日本（8％増）が

増加したが、西欧、ASEANが横ばい、台湾が34％減となった。

同繊維の 2007～2017年の年平均伸び率は6%で、依然、合繊

（5％）を上回っている（図-2）。  
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図-４  世界の主要化繊品種の生産推移  

 
 

 ポリエステルＦ：前年比4％増の3,826万㌧と過去最高を更新した。

中国は5％増と前年より増加幅が1ポイント拡大した。西欧が紡織

用の好調により20％増と大幅に増加、この他インド、ASEAN、

米国が増加したが、台湾（8％減）をはじめ、日本（2%減）、韓

国（3%減）が減少した。  

 

図-５  世界の主要地域別ポリエステルＦ生産  
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ポリエステルＳ：前年比3％増の1,558万㌧。アジアでは中国（5％

増 ） 、 ASEAN（ 4％ 増 ） 、 韓 国 （ 5％ 増）が増加したが、インド

（7％減）、台湾（3％減）、日本（17％減）が減少した。欧米は米

国が5％増、西欧が3％増と共に増加。米国は不織布用が好調であった。  

 

図-６  世界の主要地域別ポリエステルＳ生産  

 
 

 ナイロン：前年比6％増の559万㌧。中国が9％増と大幅増が継続

した。西欧も産業用の増加により、全体で6％増となった。米国は

主力のカーペット用が減少し、全体で3%減となった。 

 

図-７  世界の主要地域別ナイロン生産
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 アクリルＳ：前年比6%減の170万㌧。原料価格の高騰から年末に

かけて主要生産国の中国が大幅に減産し、8％減の67万㌧となっ

た。欧州が横ばい（0.3％減）、日本が5%減となった。  

 

図-８  世界の主要地域別アクリルＳ生産  
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３．日本の化学繊維生産  

 
 2017年の日本の化学繊維生産は前年比1%減の90万㌧ (オレフィ

ン、アセテートトウを含む )となった。内訳は合繊が4%減、セルロ

ース繊維が10％増となった。  

 

表-３  日本の主要化学繊維の生産 

(1000㌧)
2014 2015 2016 2017 17/16%

ポリエステルＦ 135.7 127.7 124.3 121.0 -2.7
ポリエステルＳ 146.6 134.2 111.4 92.7 -16.8
ナイロンＦ 98.0 89.5 89.4 96.6 8.1
アクリルＳ 140.8 141.5 127.1 120.3 -5.4
ポリプロピレン 129.3 133.0 134.0 130.2 -2.9
合繊計 804.6 787.1 744.2 717.8 -3.5
セルロース計 171.1 172.6 167.7 184.4 9.9

化繊計 975.7 959.7 911.9 902.2 -1.1
（出所）経済産業省（化繊協会推定を含む）
　(注）オレフィン、アセテートトウを含む。  

 

図-９  日本の化学繊維生産推移  
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 合成繊維の生産は4%減の72万㌧。主要品目別ではナイロンFがエ

アバッグ向けの好調により8%増の9.7万㌧と大幅に増加した。一

方、ポリエステルSが17%減、同Ｆが3%減、アクリルSが5％減、

ポリプロピレン（Ｆ+Ｓ）が3％減といずれも減少した。  

 

 セルロース繊維の生産は10％増の18万㌧であった。  

 

図-10 日本の主要化合繊生産  
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